
























              凡。＝／x：1工一α一＜1打α。l／
で定義すれば
                  ∬（α｛）＝∩兄ゴ






















     加（広）＝Pr｛X。＜才｝＝Pr｛ランダム点が第ト1近接までの個体を除くいず
         れかの個体と距離才内に存在する｝
        ＝Pr1各個体を中心とし，半径が玄の円で々重に覆われる部分にラゾ
         ダム点が含まれる｝
        ＝1γ1－1（半径が左で各個体を中心とする円板系による尾重被覆領域
         の面積）
そして，∫・（広）は次のように表せる：
  ！。（広）＝励。（彦）／励
    ＝1γに1（半径が左で各個体を中心とする円板系による后重被覆領域の周囲長）
所与のデータに対して，これらの関数の計算には複雑な図形の処理が伴うため一見面倒である
が，それはここで議論した一般化VOronoi図形を用いることによって容易に計算可能である．
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